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《
研
究
ノ
ー
ト
》

ト
プ
カ
プ
宮
殿
文
書
館
の
三
冊
の
帳
簿
と

　
　
一
五
六
〇
年
頃
の
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
県

齋
　
藤
　
　
久
　
美
　
子

一　

史
料
と
そ
の
舞
台
（
ア
ナ
ト
リ
ア
南
東
部
）
に
つ
い
て

　

ト
ル
コ
共
和
国
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
市
に
あ
る
ト
プ
カ
プ
宮
殿
文
書
館
（Topkapı Sarayı M

üzesi A
rşivi

）
は
、
長
い
こ
と
研
究
者
泣
か
せ
の
文

書
館
で
あ
っ
た
。
数
ヶ
月
か
け
て
研
究
許
可
を
取
得
し
て
も
、
調
査
を
始
め
る
と
史
料
（
と
く
に
帳
簿
）
の
閲
覧
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
が
多

く
、
カ
タ
ロ
グ
も
不
十
分
で
所
蔵
史
料
の
全
体
像
を
知
る
こ
と
も
困
難
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
同
文
書
館
の
史
料
お
よ
び
史
料
目
録
の
デ

ジ
タ
ル
化
が
進
み
、
即
日
研
究
許
可
の
下
り
る
オ
ス
マ
ン
文
書
館
（C

um
hurbaşkanlık O

sm
anlı A

rşivi

）
で
も
デ
ー
タ
が
順
次
公
開
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
、
史
料
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
格
段
に
容
易
に
な
っ
た
。
本
稿
で
紹
介
す
る
三
冊
の
帳
簿
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
一
、
Ｄ
二
七
五
五
―

〇
〇
〇
二
、
Ｄ
二
九
六
八
も
そ
う
し
た
史
料
の
一
部
で
あ
る）

1
（

。

　

管
見
の
限
り
、
三
冊
の
帳
簿
を
利
用
し
た
研
究
は
な
く
、
史
料
的
特
質
に
つ
い
て
も
理
解
は
共
有
さ
れ
て
い
な
い
。
結
論
を
先
取
り
す
る

と
、
三
冊
の
帳
簿
は
、
一
五
六
〇
年
頃
、
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
県
知
事
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
と
そ
の
家
臣
た
ち
の
不
正
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に
作
成
さ
れ
た
審
理
の
結
果
を
ふ
く
む
報
告
書
で
あ
る
。
そ
し
て
帳
簿
作
成
の
背
景
に
は
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
民
の
嘆
願
が
あ
っ
た
。
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筆
者
は
こ
れ
ま
で
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
を
ふ
く
む
一
六
世
紀
頃
の
ア
ナ
ト
リ
ア
南
東
部
で
オ
ス
マ
ン
朝
の
支
配
体
制
が
確
立
す
る
過
程
と

そ
れ
に
よ
り
同
地
域
の
政
治
・
社
会
秩
序
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
の
か
を
研
究
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
利
用
し
て
き
た
文
書
史
料
か
ら
は
、

オ
ス
マ
ン
朝
が
ア
ナ
ト
リ
ア
南
東
部
を
ど
の
よ
う
に
支
配
し
よ
う
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
は
可
能
だ
っ
た
が
、
同
地
域
に
導
入

さ
れ
た
諸
制
度
の
運
用
の
実
態
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
か
っ
た
。
デ
ィ
ル
リ
ク
（dirlik,

知
行
）
制
を
例
に
あ
げ
る
と
、
デ
ィ
ル
リ
ク
授

与
に
か
ん
す
る
公
式
の
記
録
で
あ
る
『
デ
ィ
ル
リ
ク
発
給
簿
（Tim

ar R
ûznam

çe D
efterleri

）』
に
は
、
誰
に
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
デ
ィ

ル
リ
ク
が
授
与
さ
れ
た
の
か
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
デ
ィ
ル
リ
ク
に
指
定
さ
れ
た
税
収
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
徴
収
さ
れ
た
の
か
は
基
本
的
に

記
さ
れ
な
い）

2
（

。
こ
う
し
た
こ
と
が
知
り
た
い
場
合
、
デ
ィ
ル
リ
ク
保
有
者
と
デ
ィ
ル
リ
ク
地
の
農
民
の
間
で
徴
税
に
か
か
わ
る
問
題
が
発
生

し
、
そ
の
詳
細
が
法
廷
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
と
い
う
偶
然
を
期
待
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
一
六
世
紀
の
ア
ナ
ト
リ
ア
南
東
部
の
法

廷
台
帳
は
ほ
ぼ
伝
世
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
な
か
で
前
掲
の
三
冊
の
帳
簿
が
広
く
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
ア
ナ
ト

リ
ア
南
東
部
の
研
究
と
く
に
社
会
経
済
史
の
分
野
で
の
利
用
が
期
待
で
き
る
上
記
史
料
を
紹
介
し
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
記
し
た
い
。

　

三
冊
の
帳
簿
の
舞
台
と
な
っ
た
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
は
、
現
在
の
ト
ル
コ
共
和
国
の
東
、
ヴ
ァ
ン
湖
北
岸
に
位
置
し
、
イ
ラ
ン
国
境
に
も

近
い
（
地
図
１
）。
イ
ラ
ン
と
ア
ナ
ト
リ
ア
を
結
ぶ
交
易
路
上
に
あ
る
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
歴
史
は
古
く
、
紀
元
前
の
ウ
ラ
ル
ト
ゥ
王
国

に
ま
で
遡
る
と
言
わ
れ
る）

3
（

。
一
五
〇
一
年
に
イ
ラ
ン
に
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
が
成
立
す
る
と
、
同
王
朝
は
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
を
ふ
く
む
ヴ
ァ

ン
地
方
の
支
配
を
め
ぐ
っ
て
オ
ス
マ
ン
朝
と
激
し
く
対
立
し
た
。
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
が
オ
ス
マ
ン
朝
に
よ
り
征
服
さ
れ
た
の
は
一
五
三
四

年
だ
が
、
ヴ
ァ
ン
地
方
全
域
が
オ
ス
マ
ン
朝
の
支
配
下
に
入
っ
た
の
は
一
五
四
八
年
で
あ
っ
た
。
同
年
、
ヴ
ァ
ン
州
が
創
設
さ
れ
る
と
、
こ
れ

よ
り
前
に
設
立
さ
れ
て
い
た
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
県
も
ヴ
ァ
ン
州
に
属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
地
図
２
）。
本
稿
で
紹
介
す
る
三
冊
の
帳
簿

が
作
成
さ
れ
た
の
は
一
五
六
〇
年
頃
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
が
、
ま
だ
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
脅
威
が
多
分
に
残
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
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地図２ アディルジェヴァズ県（Kılıç 1999 をもとに作成）
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二　

ト
プ
カ
プ
宮
殿
文
書
館
の
史
料
目
録
に
基
づ
く
史
料
の
概
要
と
作
成
日

　

は
じ
め
に
ト
プ
カ
プ
宮
殿
文
書
館
の
史
料
目
録
に
従
い
史
料
の
概
要
と
日
付
（
作
成
日
）
を
紹
介
し
よ
う
。
な
お
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
二

と
Ｄ
二
九
六
八
に
つ
い
て
、
史
料
目
録
に
あ
る
不
正
行
為
の
実
例
や
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
の
家
臣
た
ち
の
名
前
は
省
略
し
た
。

　
　

①
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
一

　
　

史
料
の
概
要
…
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
郡
の
村
人
た
ち
に
よ
る
前
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
県
知
事
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
と
そ
の
家
臣
た
ち
に

対
す
る
訴
え
。

　
　

日
付
…
一
〇
〇
八
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
・
ア
ル
ア
ー
ヒ
ラ
月
一
三
日
（
一
五
九
九
年
一
二
月
三
一
日
）。

　
　

②
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
二

　
　

史
料
の
概
要
…
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
郡
に
住
む
ム
ス
リ
ム
・
非
ム
ス
リ
ム
の
村
人
た
ち
の
多
く
が
前
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
県
知
事
ハ

イ
ダ
ル
・
ベ
イ
と
そ
の
家
臣
た
ち
の
不
正
を
法
廷
に
訴
え
た
こ
と
に
よ
り
、
ビ
ト
リ
ス
・
カ
ー
デ
ィ
ー
と
エ
ル
ジ
シ
ュ
県
知
事
ヒ
ュ
ス
レ

ヴ
・
ベ
イ
に
こ
の
件
に
つ
い
て
の
調
査
が
命
じ
ら
れ
た
。
こ
の
調
査
で
訴
訟
人
た
ち
の
訴
え
が
認
め
ら
れ
た
判
決
な
ど
が
記
さ
れ
た
帳
簿

（
Ｄ
二
七
五
二
と
合
冊
）。

　
　

日
付
…
一
〇
〇
八
年
ジ
ュ
マ
ー
ダ
ー
・
ア
ル
ア
ー
ヒ
ラ
月
一
三
日
（
一
五
九
九
年
一
二
月
三
一
日
）。

　
　

③
Ｄ
二
九
六
八

　
　

史
料
の
概
要
…
ア
フ
ラ
ト
郡
、
エ
ル
ジ
シ
ュ
郡
、
サ
ル
ス
郡
、
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
郡
を
は
じ
め
と
し
て
、
ヴ
ァ
ン
地
方
に
属
す
る
郷

や
村
の
住
民
た
ち
が
起
こ
し
た
訴
え
の
結
果
を
記
し
た
帳
簿
。
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日
付
…
九
六
五
年
ズ
ー
・
ア
ル
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
二
九
日
（
＝
九
六
五
年
、
一
五
五
七
―
五
八
年）

4
（

）。

　

ト
プ
カ
プ
宮
殿
文
書
館
の
史
料
目
録
に
よ
る
と
、
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
一
と
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
二
は
同
じ
時
期
に
同
じ
目
的
の
た
め

作
成
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
の
二
冊
と
Ｄ
二
九
六
八
が
関
連
し
て
い
る
か
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
し
実
際
に
史
料
を
読
む
と
、
三
冊
の

い
ず
れ
に
も
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
県
知
事
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
と
そ
の
家
臣
た
ち
に
か
ん
す
る
審
理
の
結
果
等
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
す
る
。
よ
っ
て
帳
簿
の
作
成
日
も
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
の
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
県
知
事
在
任
中
も
し
く
は
県
知
事
を
罷
免
さ
れ
て
間
も
な
い

時
期
と
推
定
で
き
る
。
オ
ス
マ
ン
文
書
館
所
蔵
の
『
ミ
ュ
ヒ
ン
メ
台
帳
（M

ühim
m

e D
efterleri

）』
に
よ
る
と
、
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
の
ア
デ
ィ

ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
県
知
事
へ
の
任
命
は
九
六
三
年
ラ
ビ
ー
ウ
・
ア
ル
ア
ウ
ワ
ル
月
二
二
日
（
一
五
五
六
年
二
月
四
日
）
で
、
罷
免
は
九
六
七
年

シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
一
〇
日
（
一
五
六
〇
年
五
月
六
日
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
作
成
さ
れ
た
と
ま
ず
は
仮
定
し
よ
う）

5
（

。
こ
の
こ
と
か

ら
、
ト
プ
カ
プ
宮
殿
文
書
館
の
史
料
目
録
に
あ
る
帳
簿
の
作
成
日
に
つ
い
て
は
再
考
す
る
必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。
以
下
に
お
い
て
は
、
三
冊
の

帳
簿
が
作
成
さ
れ
た
経
緯
を
時
系
列
で
整
理
し
、
帳
簿
の
作
成
時
期
に
つ
い
て
も
検
討
し
よ
う
。

三　

三
冊
の
帳
簿
が
作
成
さ
れ
た
目
的
と
そ
の
経
緯

　

三
冊
の
帳
簿
は
な
ぜ
作
成
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
謎
を
解
く
二
つ
の
勅
令
（
オ
ス
マ
ン
文
書
館
蔵
）
を
ま
ず
は
紹
介
し
よ
う
。
①
は
エ
ル
ジ

シ
ュ
県
知
事
ハ
サ
ン
・
ベ
イ
、
ア
ー
ミ
ド
・
カ
ー
デ
ィ
ー
、
ビ
ト
リ
ス
・
カ
ー
デ
ィ
ー
に
発
せ
ら
れ
た
勅
令
、
②
は
ア
ー
ミ
ド
・
カ
ー
デ
ィ
ー

と
ビ
ト
リ
ス
・
カ
ー
デ
ィ
ー
に
発
せ
ら
れ
た
勅
令
で
あ
る）

6
（

。

　
　

①
日
付
…
九
六
七
年
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
一
三
日
（
一
五
六
〇
年
五
月
九
日
）
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宛
先
…
エ
ル
ジ
シ
ュ
県
知
事
、
ア
ー
ミ
ド
・
カ
ー
デ
ィ
ー
、
ビ
ト
リ
ス
・
カ
ー
デ
ィ
ー

　
　

内
容
…
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
ウ
ラ
マ
ー
と
そ
の
他
の
住
民
が
宮
廷
に
嘆
願
文
（‘arż-ı hāl

）
を
提
出
し
た
。
実
際
に
提
出
し
た
の

は
、
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
に
住
む
ア
イ
ド
ゥ
ン
、
ア
フ
メ
ド
、
イ
ナ
ー
イ
ェ
ト
と
い
う
名
の
ム
ス
リ
ム
、
エ
ム
リ
ズ
デ
ィ
ン
、
シ
ェ
イ

ヒ
ー
と
い
う
名
の
非
ム
ス
リ
ム
で
、
彼
ら
は
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
県
知
事
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
の
シ
ャ
リ
ー
ア
（
イ
ス
ラ
ー
ム
法
）
と

カ
ー
ヌ
ー
ン
に
反
す
る
行
為
を
報
告
し
た
。
嘆
願
文
の
写
し
が
作
成
さ
れ
、
嘆
願
文
に
記
さ
れ
て
い
る
問
題
の
調
査
の
た
め
に
、
エ
ル
ジ

シ
ュ
県
知
事
、
ア
ー
ミ
ド
・
カ
ー
デ
ィ
ー
、
ビ
ト
リ
ス
・
カ
ー
デ
ィ
ー
が
任
命
さ
れ
た
。
三
名
の
任
務
は
、
勅
令
を
受
け
取
っ
た
ら
現
地

入
り
し
、
嘆
願
者
は
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
住
民
た
ち
で
上
述
の
者
た
ち
（
お
そ
ら
く
ア
イ
ド
ゥ
ン
、
ア
フ
メ
ド
、
イ
ナ
ー
イ
ェ
ト
、

エ
ム
リ
ズ
デ
ィ
ン
、
シ
ェ
イ
ヒ
ー
）
は
嘆
願
文
を
届
け
た
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
上
述
の
者
た
ち
が
分
不
相
応
に
嘆
願
文
を
記
し
て
提

出
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
上
述
の
者
た
ち
の
保
証
人
を
示
す
こ
と
、
さ
ら
に
嘆
願
文
に
記
載
さ
れ
た
事
案
に
限
ら
ず
、
ハ
イ
ダ
ル
・

ベ
イ
と
そ
の
家
臣
（adam

）
た
ち
に
か
ん
す
る
更
な
る
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
場
合
は
、
過
去
に
解
決
し
て
い
な
い
事
案
に
つ
い
て
は
受

理
し
、
い
ず
れ
も
シ
ャ
リ
ー
ア
に
則
り
侵
害
さ
れ
た
権
利
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
、
そ
の
う
え
で
嘆
願
文
に
記
載
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら

ず
審
理
さ
れ
た
事
案
と
結
果
な
ど
を
記
し
て
報
告
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
勅
令
は
九
六
七
年
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
一
六
日
（
一
五
六
〇

年
五
月
一
二
日
）
に
エ
ル
ジ
シ
ュ
県
知
事
の
家
臣
マ
フ
ム
ー
ト
・
チ
ャ
ウ
シ
ュ
に
渡
さ
れ
た
。　

　
　

②
日
付
…
九
六
七
年
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
一
八
日
（
一
五
六
〇
年
五
月
一
四
日
）

　
　

宛
先
…
ア
ー
ミ
ド
・
カ
ー
デ
ィ
ー
、
ビ
ト
リ
ス
・
カ
ー
デ
ィ
ー

　
　

内
容
…
①
の
勅
令
を
受
け
取
っ
た
ら
す
ぐ
に
現
地
入
り
し
、
エ
ル
ジ
シ
ュ
県
知
事
と
合
流
し
て
勅
令
を
開
封
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
調
査

す
る
よ
う
命
じ
た
。
こ
の
勅
令
は
九
六
七
年
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
二
九
日
（
一
五
六
〇
年
五
月
二
五
日
）
に
エ
ル
ジ
シ
ュ
・
カ
ー
デ
ィ
ー
に

渡
さ
れ
た
。
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右
の
勅
令
は
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
で
起
き
た
問
題
の
解
決
を
近
隣
の
県
知
事
と
カ
ー
デ
ィ
ー
に
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
勅
令

が
発
せ
ら
れ
た
後
、
そ
の
案
件
が
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
報
告
書
が
お
そ
ら
く
伝
世
し
て
い
な
い
た
め
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
と
こ
ろ
が
、
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
勅
令
を
う
け
て
ど
の
よ
う
な
措
置
が
取
ら
れ
た
の
か
を
報
告
し
た
帳
簿
が

は
か
ら
ず
も
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
二
で
あ
り
、
こ
の
帳
簿
は
勅
令
の
そ
の
後
を
辿
る
こ
と
の
で
き
る
極
め
て
重
要
な

史
料
な
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
二
の
冒
頭
に
は　

　
　

前
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
県
知
事
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
と
そ
の
家
臣
た
ち
の
調
査
を
命
じ
ら
れ
た
ビ
ト
リ
ス
・
カ
ー
デ
ィ
ー
と
エ
ル
ジ
シ
ュ

県
知
事
ヒ
ュ
ス
レ
ヴ
・
ベ
イ
の
前
で
﹇
調
べ
ら
れ
た
﹈
上
述
の
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
と
そ
の
家
臣
た
ち
に
対
す
る
訴
え
に
か
ん
し
、
上
述

﹇
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
﹈
の
郡
の
住
民
た
ち
に
よ
り
宮
廷
に
送
ら
れ
た
嘆
願
文
（ruk

4‘a

）
に
記
さ
れ
た
事
案）

7
（

﹇
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る

補
足
﹈

と
あ
り
、
先
の
勅
令
で
調
査
を
命
じ
ら
れ
た
エ
ル
ジ
シ
ュ
県
知
事
、
ア
ー
ミ
ド
・
カ
ー
デ
ィ
ー
、
ビ
ト
リ
ス
・
カ
ー
デ
ィ
ー
の
三
名
の
う
ち
、

実
際
に
審
理
を
担
当
し
た
の
は
エ
ル
ジ
シ
ュ
県
知
事
と
ビ
ト
リ
ス
・
カ
ー
デ
ィ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
続
け
て
、
①
の
勅
令
に
あ
っ
た

い
く
つ
か
の
問
い
に
つ
い
て
、
嘆
願
者
は
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
に
住
む
一
四
名
（
全
員
の
名
が
記
載
）
で
あ
り
、
嘆
願
文
を
宮
廷
に
届
け
た

の
は
ア
イ
ド
ゥ
ン
、
ア
フ
メ
ド
、
エ
ム
リ
ズ
デ
ィ
ン
の
三
名
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
、
三
名
の
保
証
人
の
名
、
そ
し
て
審
理
に
立
ち
会
っ
た
証

人
（şuhūdü’l-hāl

）
と
し
て
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
・
カ
ー
デ
ィ
ー
を
ふ
く
む
四
名
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
、
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ

ヴ
ァ
ズ
の
住
民
た
ち
が
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
と
そ
の
家
臣
た
ち
に
対
し
て
起
こ
し
た
訴
え
に
か
ん
す
る
記
録
が
続
く）

8
（

。
い
ず
れ
も
日
付
は
な
い
。

　

Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
二
は
先
の
勅
令
へ
の
報
告
書
と
言
え
る
が
、
そ
の
内
容
は
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
と
そ
の
家
臣
た
ち
の
不
正
に
か
か
わ
る
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審
理
の
結
果
等
の
記
録
で
あ
る
。
残
り
の
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
一
と
Ｄ
二
九
六
八
で
あ
る
が
、
史
料
に
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
二
と
の
関
連

を
直
接
示
す
よ
う
な
文
言
は
な
い
。
し
か
し
二
冊
と
も
に
そ
の
内
容
は
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
二
と
同
様
で
あ
る
た
め
、
三
冊
の
帳
簿
は
同
時

に
作
成
さ
れ
た
、
も
し
く
は
同
時
期
に
宮
廷
に
提
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
帳
簿
の
作
成
時
期
は
、
先
の
二
つ
の
勅
令
に
か
か
わ
る
日
付
よ

り
あ
と
、
つ
ま
り
九
六
七
年
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
二
九
日
（
一
五
六
〇
年
五
月
二
五
日
）
以
降
、
そ
う
遠
く
な
い
時
期
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
先

に
紹
介
し
た
ト
プ
カ
プ
宮
殿
文
書
館
の
史
料
目
録
に
あ
る
作
成
日
（
一
五
五
七
―
五
八
年
、
一
五
九
九
年
一
二
月
三
一
日
）
は
い
ず
れ
も
誤
り

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

帳
簿
作
成
に
い
た
る
ま
で
の
経
過
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
九
六
七
年
（
一
五
五
九
―
六
〇
年
）
の
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
民

の
嘆
願
を
受
け
て
、
オ
ス
マ
ン
朝
中
央
は
九
六
七
年
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
一
〇
日
（
一
五
六
〇
年
五
月
六
日
）
に
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
県
知
事

ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
を
罷
免
し
、
九
六
七
年
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
一
三
日
（
一
五
六
〇
年
五
月
九
日
）
に
エ
ル
ジ
シ
ュ
県
知
事
や
ビ
ト
リ
ス
・
カ
ー

デ
ィ
ー
た
ち
に
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
と
そ
の
家
臣
た
ち
の
不
正
に
か
ん
す
る
調
査
を
命
じ
た）

9
（

。
そ
の
後
、
ビ
ト
リ
ス
・
カ
ー
デ
ィ
ー
と
エ
ル
ジ

シ
ュ
県
知
事
に
よ
る
審
理
を
経
て
、
九
六
七
年
シ
ャ
ア
バ
ー
ン
月
二
九
日
（
一
五
六
〇
年
五
月
二
五
日
）
以
降
に
作
成
さ
れ
た
一
連
の
調
査
の

結
果
等
を
記
し
た
報
告
書
が
宮
廷
に
提
出
さ
れ
た
。

四　

三
冊
の
帳
簿
に
記
さ
れ
た
訴
え
の
内
容
―
境
域
の
地
域
史
へ
の
展
望

　

ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
民
が
訴
え
た
不
正
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
私
た
ち
は
そ
こ
か
ら
何
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

以
下
で
は
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
住
民
が
訴
え
出
た
不
正
行
為
の
件
数
と
そ
の
内
容
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
各
案
件
か
ら
判
明
す
る
断
片

的
な
事
実
か
ら
こ
の
先
の
研
究
を
展
望
し
よ
う
。

　

訴
え
を
起
こ
し
た
の
は
お
も
に
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
県
の
住
民
だ
が
、
わ
ず
か
に
同
県
の
城
塞
駐
留
兵
も
い
た
。
訴
え
ら
れ
た
の
は
ア
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デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
県
知
事
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
と
そ
の
家
臣
た
ち
で
あ
る
。
帳
簿
に
記
録
の
あ
る
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
の
家
臣
の
う
ち
、
頻
出
す

る
の
が
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
の
代
理
人
で
あ
る
ハ
リ
ル
・
ケ
ト
ヒ
ュ
ダ
ー
と
ハ
サ
ン
・
ス
バ
シ
ュ
、
ム
ス
タ
フ
ァ
・
ス
バ
シ
ュ
、
ル
ド
ヴ
ァ
ン
・

ス
バ
シ
ュ
、
ア
リ
ー
・
ス
バ
シ
ュ
と
い
う
四
名
の
ス
バ
シ
ュ
で
あ
る
。
ス
バ
シ
ュ
の
職
務
・
任
期
・
俸
給
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
な
点
が
多
い

が
、
県
知
事
の
家
臣
か
ら
選
ば
れ
、
県
知
事
の
デ
ィ
ル
リ
ク
（
知
行
）
に
指
定
さ
れ
た
税
を
代
理
で
集
め
た
ほ
か
、
治
安
維
持
を
担
っ
て
い
た

こ
と
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る）

10
（

。
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
で
は
、
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
の
四
年
の
任
期
中
、
上
述
の
四
名
の
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
の
家

臣
が
一
年
交
代
で
ス
バ
シ
ュ
と
な
っ
た
こ
と
が
上
記
史
料
か
ら
分
か
る
。

　

各
帳
簿
に
記
録
さ
れ
た
案
件
の
数
は
、
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
一
が
五
一
件
、
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
二
が
二
四
件
、
Ｄ
二
九
六
八
が
三
七

件
の
計
一
一
二
件
に
も
上
る）

11
（

。
訴
え
の
多
く
は
金
銭
・
物
品
・
家
畜
の
強
請
で
あ
っ
た
。
金
銭
・
物
品
・
家
畜
の
強
請
に
つ
い
て
一
番
多
い
の

は
犯
罪
や
そ
れ
に
類
す
る
行
為
を
し
た
と
し
て
不
当
に
要
求
し
た
例
で
あ
る
。
次
に
多
い
の
が
法
に
反
す
る
形
で
税
そ
の
他
を
要
求
し
た
例
で

あ
る
。
例
え
ば
、
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
の
家
臣
た
ち
は
、
本
来
の
金
納
に
加
え
て
農
民
た
ち
に
賦
役
を
要
求
し
た
ほ
か
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
か
ら
は

イ
ス
ペ
ン
ジ
ェ
税
（
非
ム
ス
リ
ム
に
課
せ
ら
れ
た
慣
習
税
）
を
、
遊
牧
民
か
ら
は
羊
税
や
夏
営
地
税
を
二
重
に
徴
収
し
た
。
さ
ら
に
ハ
イ
ダ

ル
・
ベ
イ
の
デ
ィ
ル
リ
ク
（
知
行
）
地
に
指
定
さ
れ
た
農
村
や
耕
作
地
に
赴
き
、
プ
ラ
ウ
賦
課
金
（kutanbaşı

）
と
称
し
て
農
民
か
ら
小
麦
を

不
正
に
徴
収
し
た
。
た
だ
、
こ
う
し
た
不
正
の
内
容
に
つ
い
て
は
他
地
域
の
研
究
で
も
言
及
さ
れ
て
お
り
、
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
に
特
有
の

こ
と
で
は
な
い
。

　

ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
事
例
で
興
味
深
い
の
は
、
県
知
事
の
デ
ィ
ル
リ
ク
（
知
行
）
地
で
の
税
の
徴
収
に
か
か
わ
る
問
題
が
発
生
し
た
こ

と
に
関
連
し
て
、
徴
税
に
あ
た
り
、
ケ
ト
ヒ
ュ
ダ
ー
や
ス
バ
シ
ュ
に
よ
る
代
理
徴
収
と
い
う
既
知
の
手
段
だ
け
で
は
な
く
、
徴
税
請
負
も
利
用

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
点
に
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
デ
ィ
ル
リ
ク
研
究
で
は
デ
ィ
ル
リ
ク
が
ど
の
よ
う
に
分
配
さ
れ
た
か
と
い
う

こ
と
に
重
点
が
お
か
れ
、
デ
ィ
ル
リ
ク
に
指
定
さ
れ
た
税
が
ど
の
よ
う
に
徴
収
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
史
料
的
な
問
題
も
あ
っ
て
見
過
ご
さ

れ
が
ち
だ
っ
た
。
例
え
ば
、
一
五
世
紀
以
降
、
デ
ィ
ル
リ
ク
収
入
の
一
部
が
徴
税
請
負
に
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
規
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模
や
詳
細
は
未
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い）

12
（

。
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
事
例
か
ら
、
デ
ィ
ル
リ
ク
保
有
の
公
式
の
記
録
に
は
記
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
デ
ィ
ル
リ
ク
収
入
の
徴
収
の
方
法
や
そ
れ
に
関
連
し
た
土
地
権
利
関
係
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
と
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
城
塞
駐
留
兵
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
案
件
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
と
ハ
リ
ル
・

ケ
ト
ヒ
ュ
ダ
ー
が
、
本
来
は
城
塞
守
備
兵
に
現
金
で
支
給
さ
れ
る
は
ず
の
俸
給
を
何
ら
か
の
方
法
で
奪
い
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
俸
給
分
も
し

く
は
俸
給
の
半
額
分
の
小
麦
を
城
塞
守
備
兵
に
渡
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
ど
う
理
解
す
る
べ
き
か
は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
小
麦
の
量
は
一
〇
〇
〇
キ
レ
か
ら
二
〇
〇
〇
キ
レ
で
あ
る
。
一
五
五
六
年
付
の
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
県
の
『
租

税
台
帳
（Tapu Tahrir D

efterleri

）』（
オ
ス
マ
ン
文
書
館
蔵
）
に
よ
る
と
、
同
県
で
は
小
麦
一
キ
レ
が
一
六
ア
ク
チ
ェ
銀
貨
に
相
当
し
た
た

め
、
一
〇
〇
〇
キ
レ
は
一
六
〇
〇
〇
ア
ク
チ
ェ
銀
貨
、
二
〇
〇
〇
キ
レ
は
三
二
〇
〇
〇
ア
ク
チ
ェ
銀
貨
と
な
る）

13
（

。
小
麦
の
量
と
そ
の
貨
幣
価
値

か
ら
、
県
知
事
も
し
く
は
そ
れ
に
近
い
高
額
の
デ
ィ
ル
リ
ク
保
有
者
を
出
所
と
す
る
小
麦
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
が
自
身

の
デ
ィ
ル
リ
ク
地
か
ら
税
と
し
て
徴
収
し
た
小
麦
を
現
金
化
し
た
か
、
さ
ら
に
言
え
ば
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
の
デ
ィ
ル
リ
ク
地
の
農
民
か
ら
不
正

に
集
め
た
小
麦
を
現
金
化
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
城
塞
駐
留
兵
の
食
糧
確
保
に
か
ん
す
る
ヴ
ァ
ン
の
制
度
も
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

ヴ
ァ
ン
で
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
に
対
す
る
防
衛
上
の
重
要
拠
点
で
あ
っ
た
ヴ
ァ
ン
城
塞
の
駐
留
兵
の
食
糧
確
保
の
た
め
に
、
地
元
か
ら
小
麦

を
買
い
取
る
制
度
が
あ
っ
た）

14
（

。
農
民
か
ら
直
接
購
入
し
た
ほ
か
、
デ
ィ
ル
リ
ク
保
有
者
が
税
と
し
て
徴
収
し
た
小
麦
も
買
い
取
り
の
対
象
と

な
っ
た
。
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
城
塞
に
つ
い
て
は
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
ヴ
ァ
ン
と
同
様
の
制
度
を
悪
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

は
じ
め
に
記
し
た
よ
う
に
、
三
冊
の
帳
簿
が
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
一
五
六
〇
年
頃
は
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
を
ふ
く
む
ヴ
ァ
ン
地
方

が
オ
ス
マ
ン
朝
の
支
配
下
に
入
っ
て
間
も
な
い
時
期
で
あ
っ
た
が
、
オ
ス
マ
ン
王
家
で
も
後
継
者
争
い
が
続
き
王
子
の
一
人
が
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー

朝
に
亡
命
す
る
と
い
う
事
件
が
発
生
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
政
治
的
な
問
題
に
加
え
、
貿
易
不
均
衡
を
原
因
と
す
る
東
方
へ
の
貨
幣
流
出
に
悩

ま
さ
れ
た
オ
ス
マ
ン
朝
は
、
ア
ナ
ト
リ
ア
東
部
か
ら
イ
ラ
ク
に
か
け
て
の
地
域
を
政
治
的
の
み
な
ら
ず
経
済
的
な
緩
衝
地
帯
に
す
る
目
的
で
、

サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
銀
貨
に
類
す
る
シ
ャ
ー
ヒ
ー
銀
貨
を
製
造
し
流
通
さ
せ
た）

15
（

。
三
冊
の
帳
簿
で
は
、
ほ
か
の
史
料
で
は
実
態
の
把
握
が
困
難
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な
ア
ナ
ト
リ
ア
南
東
部
で
の
シ
ャ
ー
ヒ
ー
銀
貨
の
流
通
に
つ
い
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

オ
ス
マ
ン
朝
は
、
貨
幣
政
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
に
対
す
る
経
済
封
鎖
も
試
み
て
い
る
。
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
の
家
臣
た
ち
が

ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
住
民
か
ら
お
そ
ら
く
罰
金
の
名
目
で
金
銭
や
物
品
を
巻
き
上
げ
た
際
、
口
実
の
一
つ
と
し
た
の
が
「
商
売
に
行
っ
た

（ticārete gitm
iş

）」
こ
と
で
あ
っ
た
。「
商
売
に
行
っ
た
」
と
は
曖
昧
な
表
現
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
時
期
オ
ス
マ
ン
朝
が
自
国
の
商
人
の
サ

フ
ァ
ヴ
ィ
ー
領
へ
の
移
動
を
禁
止
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
国
境
に
近
い
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
住
民
が
「
商
売
に
行
っ
た
」
の
は
サ

フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
の
商
人
と
取
引
す
る
た
め
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
禁
止
令
を
破
っ
て
ま
で
取
引
し
た
か
っ
た
商
品
と
は
お
そ

ら
く
イ
ラ
ン
製
品
の
な
か
で
も
需
要
の
高
か
っ
た
絹
織
物
や
綿
織
物
で
あ
ろ
う
。
オ
ス
マ
ン
朝
の
都
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
に
は
遠
い
が
サ
フ
ァ

ヴ
ィ
ー
領
に
近
い
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
は
元
々
イ
ラ
ン
と
の
経
済
的
結
び
つ
き
が
強
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
商
人
の
往
来
が
完
全
に
停
止
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
の
家
臣
た
ち
が
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
住
民
に
現
金
を
要
求
し
た
事
例
で
は
、
ア
ク
チ
ェ
銀
貨
と
シ
ャ
ー
ヒ
ー
銀
貨
の

ほ
か
、
金
貨
と
パ
ラ
銀
貨
も
登
場
す
る）

16
（

。
物
品
や
家
畜
に
つ
い
て
は
「
三
五
シ
ャ
ー
ヒ
ー
銀
貨
の
価
値
の
あ
る
イ
ラ
ン
製
ア
ト
ラ
ス）

17
（

」「
一
〇

〇
ア
ク
チ
ェ
銀
貨
の
価
値
の
あ
る
果
樹
」「
一
バ
ト
マ
ン
あ
た
り
六
ア
ク
チ
ェ
銀
貨
の
価
値
の
あ
る
り
ん
ご）

18
（

」「
一
頭
あ
た
り
二
〇
ア
ク
チ
ェ
銀

貨
の
価
値
の
あ
る
羊
」
と
い
う
よ
う
に
、
権
利
侵
害
の
訴
え
と
い
う
性
質
上
、
そ
の
貨
幣
価
値
が
記
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
記
載
方
法
か
ら
、
現

金
の
要
求
時
に
は
貨
幣
の
種
類
は
問
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
物
品
や
家
畜
の
価
値
を
貨
幣
で
表
す
と
き
の
一
般
的
な
基
準
は
ア
ク
チ
ェ
銀
貨
で

あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
イ
ラ
ン
製
品
は
基
本
的
に
シ
ャ
ー
ヒ
ー
銀
貨
で
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
オ
ス
マ
ン
朝
の
シ
ャ
ー
ヒ
ー

銀
貨
の
製
造
と
流
通
と
い
う
貨
幣
政
策
か
ら
見
て
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
当
該
史
料
は
、
サ
フ
ァ
ヴ
ィ
ー
朝
に
対
す
る
オ
ス
マ
ン
朝

の
一
連
の
政
策
が
国
境
地
域
の
経
済
と
社
会
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
、
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
を
例
に
分
析
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
ア
ナ
ト
リ
ア
南
東
部
が
果
た
し
た
交
易
の
中
継
地
と
し
て
の
役
割
や
、
同
地
域
の
政
治
の
中
心
の
一
つ
で
あ
り
税
関
が
お
か
れ

た
ア
ー
ミ
ド
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
反
面
、
イ
ラ
ン
な
ど
近
接
す
る
地
域
と
の
商
取
引
や
地
域
経
済
に
つ
い
て
大
き
く
注
目
さ
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れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
民
の
訴
え
か
ら
伝
わ
る
情
報
は
小
さ
な
一
片
だ
が
、
三
冊
の
帳
簿
は
、

一
六
世
紀
ア
ナ
ト
リ
ア
南
東
部
の
経
済
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
、
ほ
か
の
史
料
に
は
な
い
新
た
な
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

ほ
か
の
史
料
で
は
不
十
分
な
情
報
を
補
う
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
。
史
料
目
録
と
史
料
そ
の
も
の
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
進
行

は
、
複
数
の
史
料
を
複
合
的
に
用
い
る
研
究
を
よ
り
容
易
に
し
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
地
域
の
全
体
像
の
再
構
成
も
実
現
可
能
に
な
っ
て
き
て

い
る
。

註（
1
）　

ト
プ
カ
プ
宮
殿
文
書
館
の
史
料
は
帳
簿
（defter

）
と
文
書

（evrak

）
に
分
か
れ
て
お
り
、
分
類
番
号
の
前
に
、
帳
簿
で
あ
れ
ば

Ｄ
（
例
え
ば
Ｄ
二
七
七
五
）、
文
書
で
あ
れ
ば
Ｅ
（
例
え
ば
Ｅ
六
一

八
九
）
が
付
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）　
『
デ
ィ
ル
リ
ク
発
給
簿
』
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
久
美
子
「
オ
ス

マ
ン
朝
下
で
作
成
さ
れ
た
『
デ
ィ
ル
リ
ク
発
給
簿
』
に
つ
い
て
」
高

松
洋
一
（
編
）『
イ
ラ
ン
式
簿
記
術
の
発
展
と
展
開
―
イ
ラ
ン
、
マ

ム
ル
ー
ク
朝
、
オ
ス
マ
ン
朝
下
で
作
成
さ
れ
た
理
論
書
と
帳
簿
』

（
公
財
）
東
洋
文
庫
、
二
〇
一
一
年
、
五
五
―
七
五
頁
。

（
3
）　

ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、O

rhan K
ılıç, 

X
V

I. Y
üzyılda A

dilcevaz ve A
hlat,  A

nkara, 1999, pp. 1-12

。

（
4
）　

以
前
、
冊
子
の
史
料
目
録
に
お
い
て
作
成
年
の
み
記
さ
れ
た
史

料
の
う
ち
、
史
料
目
録
の
電
子
化
の
際
に
「
ズ
ー
・
ア
ル
ヒ
ッ
ジ
ャ

月
二
九
日
」
が
追
加
さ
れ
、
現
在
「
○
○
○
年
ズ
ー
・
ア
ル
ヒ
ッ

ジ
ャ
月
二
九
日
」（
例
え
ば
九
六
七
年
ズ
ー
・
ア
ル
ヒ
ッ
ジ
ャ
月
二

九
日
）
と
表
示
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
Ｄ
二
九
六
八
も
お
そ
ら

く
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

（
5
）　

任
命
はD

îvân-ı H
üm

âyûn M
ühim

m
e D

efterleri （A
.D

V
N

S.
M

H
M

.d

） 2, no. 148

、 

罷
免
（
＝
後
任
の
県
知
事
の
任
命
）
は

A
.D

V
N

S.M
H

M
.d 4, no. 680

。 

一
六
世
紀
後
半
か
ら
一
七
世
紀
前

半
の
『
ミ
ュ
ヒ
ン
メ
台
帳
』
で
は
、
原
則
と
し
て
、
最
初
に
日
付
が

書
か
れ
、
そ
の
あ
と
に
数
点
の
勅
令
の
草
稿
の
写
し
が
記
さ
れ
て
い

る
。
日
付
は
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
ヌ
・
ヒ
ュ
マ
ー
ユ
ー
ン
（「
御
前
会

議
」、
本
稿
で
対
象
と
す
る
時
代
は
大
宰
相
が
主
催
）
の
開
催
日
を

示
し
て
い
る
た
め
（B

ilgin Aydın, X
V

I. Y
üzyılda D

îvân-ı 
H

üm
âyun ve D

efter Sistem
i , A

nkara, 2017, p. 46

）、
上
述
の
日

付
の
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
ヌ
・
ヒ
ュ
マ
ー
ユ
ー
ン
で
ハ
イ
ダ
ル
・
ベ
イ
の
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任
命
と
罷
免
が
決
定
し
た
こ
と
に
な
る
。

（
6
）　

①
の
勅
令
はA

.D
V

N
S.M

H
M

.d 3, no. 1095

、
②
の
勅
令
は

A
.D

V
N

S.M
H

M
.d 3, no. 1113

。 

①
と
②
の
勅
令
の
日
付
も
、
注

五
で
説
明
し
た
よ
う
に
、
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー
ヌ
・
ヒ
ュ
マ
ー
ユ
ー
ン
で

決
定
さ
れ
た
日
で
あ
ろ
う
。

（
7
）　

エ
ル
ジ
シ
ュ
県
知
事
の
名
が
、
①
の
勅
令
に
あ
る
ハ
サ
ン
・
ベ

イ
で
は
な
く
、
ヒ
ュ
ス
レ
ヴ
・
ベ
イ
で
あ
る
理
由
は
不
明
。

（
8
）　

Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
二
に
あ
る
ほ
と
ん
ど
の
審
理
の
記
録
に

は
、
四
名
も
し
く
は
五
名
の
立
ち
会
い
の
証
人
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
一
と
Ｄ
二
九
六
八
に
は
立
ち
会
い
の
証

人
の
記
録
は
な
い
。

（
9
）　

ア
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ズ
の
住
民
が
嘆
願
を
行
っ
た
正
確
な
日
付

は
不
明
だ
が
、
三
冊
の
帳
簿
に
九
六
六
年
（
一
五
五
八
―
五
九
年
）

ま
で
の
徴
税
業
務
に
か
か
わ
る
事
件
が
記
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
九

六
七
年
（
一
五
五
九
―
六
〇
年
）
に
入
っ
て
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ

る
。

（
10
）　A

m
y Singer, Palestinian Peasants and O

ttom
an O

fficials, 
C

am
bridge: C

am
bridge U

niv. Press, 1994, p. 26.

（
11
）　

た
だ
し
複
数
の
案
件
が
記
入
上
の
一
項
目
に
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
場
合
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
項
目
数
は
、
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇

一
が
四
六
、
Ｄ
二
七
五
五
―
〇
〇
〇
二
が
二
二
、
Ｄ
二
九
六
八
が
三

六
で
、
合
計
す
る
と
一
〇
四
に
な
る
。

（
12
）　N

icoarǎ B
eldiceanu, Le tim

ar dans l’État ottom
an （début 

X
IV

e-début X
V

I
e siècle

）, W
iesbaden: O

tto H
arrassow

itz, 1980, 

pp. 62-4. 

一
八
世
紀
に
は
デ
ィ
ル
リ
ク
収
入
の
徴
税
請
負
が
拡
大
さ

れ
ア
ー
ヤ
ー
ン
台
頭
の
要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
（
永
田
雄
三
『
前
近

代
ト
ル
コ
の
地
方
名
士
―
カ
ラ
オ
ス
マ
ン
オ
ウ
ル
家
の
研
究
』
刀
水

書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
七
八
、
八
四
―
七
頁
）。

（
13
）　Tapu Tahrir D

efterleri （TT.d

） 297.

（
14
）　O

rhan K
ılıç, X

V
I. ve X

V
II. Y

üzyıllarda Van （1548-1648

）, 
Van, 1997, pp. 384-5.

（
15
）　Şevket Pam

uk, “M
oney in the O

ttom
an Em

pire 1326-
1914,” H

alil Inalcik and D
onald Q

uataert （eds.

）, A
n Econom

ic 
and Social H

istory of the O
ttom

an Em
pire, Volum

e Tw
o: 1600-

1914 , Paperback ed., C
am

bridge: C
am

bridge U
niv. Press, 1997, 

pp. 957, 977; M
ihai M

axim
, “PÂ

D
İŞÂ

H
Î,” T

D
V

 İslâm
 

A
nsiklopedisi , vol. 34, Istanbul, 2007, pp. 143-4.

（
16
）　

パ
ラ
は
エ
ジ
プ
ト
で
製
造
さ
れ
た
銀
貨
（Pam

uk, p. 957; A
li 

A
kyıldız, “PA

R
A

,” TD
V

 İslâm
 A

nsiklopedisi, vol. 34, Istanbul, 
2007, pp. 163-6

）。

（
17
）　

ア
ト
ラ
ス
（
サ
テ
ン
）
は
光
沢
の
あ
る
薄
地
の
絹
織
物
（R

eşat 
Ekrem

 K
oçu, Türk G

iyim
 K

uşam
 ve Süslenm

e Sözlüǧü, 2nd ed., 
Istanbul, 1996, pp. 17-8

）。

（
18
）　

一
五
八
一
年
の
ヴ
ァ
ン
で
は
一
バ
ト
マ
ン
は
七
・
一
キ
ロ
グ
ラ

ム
（C

engiz K
allek, “B

ATM
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N
,” TD
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 İslâm

 A
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vol. 5, Istanbul, 1992, pp. 199-200
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